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研修名 国際規格の安全原則で不安を解消するモノづくり

主催　国立大学法人長岡技術科学大学

後援　長岡市 / 長岡商工会議所 /ＮＰＯ法人長岡産業活性化協会ＮＡＺＥ

　　　長岡技術者協会 / 長岡技術科学大学協力会

　　　財団法人長岡技術科学大学技術開発教育研究振興会



募 集 要 項 
 

１．研修の目的 

これまでのモノづくりは、「事故は絶対には防げない」という現実にあって、事故の不安 

を持ったまま消極的にならざるを得ませんでした。 

本研修では、安全の国際規格の真意を理解することによって、「本来あるべきモノづくり

とは何か」について学びます。 

 

２．研修の内容 

 次ページ「研修概要」の通り 

 

３．募集人員、受講資格及び受講料 

募集人員 受 講 資 格 受講料 

３０名 本分野に特に関心のある現職の技術者等 ７，２００円 

 

４．研修日程 

平成２１年１０月６日(火) １３時００分～１７時００分 
３日間 

（１０．５時間）
平成２１年１０月７日(水) １３時３０分～１７時００分 

平成２１年１０月８日(木) １３時００分～１７時００分 

  ※詳細は３ページを参照 

 

５．会場 

国立大学法人長岡技術科学大学 総合研究棟７階会議室 

 

６．申込方法等 

①別紙「平成２１年度高度技術者研修受講申込書」に必要事項をご記入の上、本学へ持

参、郵送またはＦＡＸしてください。 

②申し込み受付後に本学から振込依頼書を郵送いたしますので、金融機関（郵便局を除

く）にて受講料を振り込みいただき、取扱銀行収納印が押された「振込済証明書」を

受領し、本学へ持参または郵送してください。（平成２１年１０月５日（月）必着） 

  ※１ 受講料の納付は金融機関（郵便局を除く）の受付窓口での振り込みに限ります。

（ＡＴＭは使用不可） 

※２ 受講料の納入後、受講を取り消されても受講料は返還いたしません。 

※３ ｢受取書｣は領収書となりますので、大切に保管してください。 

 

７．受講申込締切 

  平成２１年９月３０日（水） 

※１ 申込書を持参する場合は、平日９時から１７時の間にお願いします。 

  ※２ 受付は先着順とさせていただきます。 

 

８．申込先 

  〒９４０－２１８８ 新潟県長岡市上富岡町１６０３－１ 

国立大学法人長岡技術科学大学 総合研究棟７階 

テクノインキュベーションセンター（ＮＴＩＣ：エヌティック） 

  ＴＥＬ ０２５８－４６－６０３８  ＦＡＸ ０２５８－４７－９１８３ 

 

９．問合せ先 

  国立大学法人長岡技術科学大学 産学・地域連携課 産学・地域連携係 

  ＴＥＬ ０２５８－４７－９２７８       【担当】泉田・西田 
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研 修 概 要 
 

 

技術立国を目指すわが国も、「安全」に関しては、後進国と言わないまでも、

開発途上国のレベルだと言われてもしかたがない。教育と訓練で、事故を防

ぐのは得意なのだが、世界が正当と認めるやり方ではない。モノに限らず、

「責任」もいまやボーダレスである。自由貿易が警戒するのは、事故そのも

のよりも、事故に伴う責任の問題である。特に、技術的に可能な対策を怠っ

たために起こる事故による不祥事を最も嫌がる。それを避けるため、国際規

格は、安全の設計原則（ISO12100）を定め、これを、事前に果たすべき説明

責任の原則としている。安全技術の遅れで、わが国のモノづくりに不安を大

きくさせているのである。 

長岡技術科学大学専門職大学院システム安全系が、グローバルに通用する

安全技術者を積極的に育成するという目的で設置されて 3 年が経とうとして

いる。安全の設計原則を共有し、それに基づく工学技術を習得する。しかし、

初めの彼らの頭では、「安全は管理による」の強い思い込みがあり、安全の設

計原則の存在に混乱を表す。グローバルな安全の人材育成は、目のうろこ剥

がしから、例えば次のように始まる。 

煙や熱で火事を検知して通報する火災報知機は、もともと火事を通報でき

ない。なぜなら火事で一緒に燃えていると考えなければならないからだ。同

様に、地震センサも地震で揺らされて、特に大きな地震では通報どころでは

ない。このような危険の通報は日本製の基本だが、実は国際的に通用しない。

正しい地震センサは、地震がない時に通報して、地震の時は通報を止めると

いう構造（安全確認型という）である。故障を考えれば、日本製の「安全」

の限界がよく分かる。 

原子力発電プラントでは、緊急時のプラントの操作原理を、「止める」、「冷

やす」、「閉じ込める」と分かり易い。しかし、よく考えてみれば、緊急時、

ミスが許されないような操作を人間に強制するのはおかしい。むしろ、人間

には「すぐに逃げなさい」と指示すべきではないか。現に、国際規格の設計

原則によれば、緊急時はプラント自らが「止まる」、「冷える」、「閉じこまる」

となるように設計し、人に依存してはならないとされている。 

国際規格は、刑法上問題となるような事故を対象としていない。あくまで

も事故はアクシデント（accident は偶然の意味がある）であり、また、アク

シデントであれば、設計者の責任の限界を認めるべきだとされる。アクシデ

ントであれば、認証が取れるし、保険が効くし、訴訟の心配はないし、モノ

づくりは不安なく解放される。しかし、アクシデントとは認められないよう

な事故だと、正反対である。場合によっては底なし沼の形相を呈する。 

本研修では、安全の国際規格の真意を理解することによって、「本来あるべ

きモノづくりとは何か」について学ぶ。  
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講師：システム安全系　教授　杉本 旭　　

13:00
～

13:30
30分 ガイダンス

13:30
～

15:00
90分

事故と安全の歴史
・機械安全の歴史と災害
・大型システムの災害

15:10
～

17:00
110分

システム安全と安全のグローバル化
・労働安全と製品安全
・PL（製造物責任）と保険制度
・安全の理念とISO/IECガイド51

13:30
～

15:00
90分

安全の国際化とモノづくり（Ⅰ）
・安全の設計原則とISO12100
・リスクアセスメント手法とモノづくり
　の責任

15:10
～

17:00
110分

安全確認型システムと安全技術
・フェールセーフとフォルトトレランス
・安全技術とインタロックシステム
・安全確認システムの事例

13:00
～

15:00
120分

安全の国際化とモノづくり（Ⅱ）
・第三者認証制度とCEマーキング
・サービスロボットの安全、原子力発電
　所の安全、他　安全認証事例

15:10
～

16:00
50分 フェールセーフのデモンストレーション

16:00
～

17:00
60分 自由討論

２
日
目

10月7日

（水）

日時 時間数

１
日
目

10月6日

（火）

研 修 日 程

『国際規格の安全原則で不安を解消するモノづくり』

総
合
研
究
棟
7
階
会
議
室

３
日
目

10月8日

（木）

会場講 座 の 内 容
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関
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ス

上
越
新
幹
線

上
越
線

信
濃
川

至東京 至東京

至新潟 至新潟

長岡高専

悠久山公園

至大阪

長岡ニュータウン

至柏崎

至大阪

国立大学法人

長岡技術科学大学

新産業
センター

北陸自動車道

8 351

352

17

北

長岡駅大手口（西口）から

■路線バス　技大前行乗車（約 30 分 /310 円）

■タクシー　約 8.5km（約 20 分）

| 長岡技術科学大学へのアクセス |

| キャンパスマップ |

（叡智の回廊）

横断歩道

バス停

案内図

渡り廊下

渡り廊下
（休息の回廊）

事務局

講義棟

附属図書館

物
質
・
材
料

経
営
情
報
棟

福利棟
（食堂・売店）

電
気
棟

語学センター
てくみゅ

マルチメディア
システムセンター

総合研究棟

総合研究棟

ア ク セ ス

（叡智の回廊）
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長岡技術科学大学テクノインキュベーションセンター行

【平成 21 年度 高度技術者研修受講申込書】

平成　　年　　月　　日

国立大学法人

長岡技術科学大学長　殿

平成 21 年度高度技術者研修を受講したいので、下記により申込みます。

記

FAX 0258-47-9183

受付番号

国際規格の安全原則で不安を解消するモノづくり研修名

氏　名

フリガナ 性　別 年　齢 生 年 月 日

男・女 歳
昭和

平成
・　 ・

現住所
（〒　　　　-　　　　　）　　　TEL（　　　　　）　　　　-

（〒　　　　-　　　　　）　　　TEL（　　　　　）　　　　-勤務先

事業所名

所在地

備　考




